
別紙（１）

１ 特 定 施 設 の 構 造

イ． 特定施設の型式、構造、主要寸法及び能力並びに当該特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置

（配置は、添付第 １ 図のとおり。）

記 入 上 の 注 意

(1) 「特定施設の型式、構造、主要寸法及び能力並びに当該特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置」 

① 「名 称」 

特定施設の番号及び名称（水質汚濁防止法施行令別表第 1に係る特定施設一覧参照）並びに当該特定施設の通称を記入して下さい。実験室、試験室に設置される洗浄施設は原則特定施設となります。

特定施設数が多く、記入が難しい場合は、別途表にまとめ、添付していただいてもかまいません。用紙には「添付表 ○○ のとおり」と記入して下さい。 

② 「型 式」・「構 造」・「主要寸法」 

特定施設を構成する各種装置別に記入して下さい。 

③ 「能 力」 

主な製品名，大きさ並びに単位時間当たりに製造又は加工等ができる数量を記入して下さい。 

④ 「備 考」 

特定施設及び各種装置の数その他必要な事項を記入して下さい。 

※ 事業場内の特定施設の配置図を添付図－1 として添付して下さい。

名      称 型   式 構   造 主 要 寸 法 能   力 備    考

７１の２イ 

洗浄施設

①流し台

②流し台

③ドラフトチャンバー

A 社 APN-15 
B 社 S-180R 
C 社 BP-F12 

ステンレス製

〃

PVC 

L    W     H 

1,500×  600×  800 

1,850×  600×  850 

1,200×  900×  2,550 

有効容量 0.09ｍ3

     0.12ｍ3

排気量 15ｍ3/min 

１台 構造図添付 

 〃   〃 

 〃   〃 



ロ． 特定施設に係る工事の着手及び完成の予定年月日並びに特定施設の使用開始の予定年月日

工事着手予定年月日  平成２５ 年    ５月  ３１ 日 

工事完成予定年月日    〃 ２５ 年     ５月  ３１ 日 

使用開始予定年月日     〃 ２５ 年     ６月   １ 日 

ハ． その他参考事項

業      種  ７１ 学術・開発研究機関

操 業 開 始 年 月 日  平成２５年  ６ 月   1 日

公 共 下 水 道 使 用

開 始 年 月 日  平成２５年  ６ 月   1 日

記 入 上 の 注 意

(2) 「特定施設に係る工事の着手及び完成の予定年月日並びに特定施設の使用開始の予定年月日」 

「年月日」は、特定施設の設置又は特定施設の構造等変更の場合に記入して下さい。

(3) 「その他参考事項」 

「業種」は、日本標準産業分類による中分類に該当する業種を記入して下さい。



別紙（２）

２ 特 定 施 設 の 使 用 方 法

イ． 特定施設の設置場所（添付第 2 図のとおり。）

ロ． 特定施設を含む操業の系統（添付第  表のとおり。）

研究・試験・検査 → 評価 → 製品・成果

↓（器具洗浄等）

            廃液（濃厚廃液は産業廃棄物として回収） → ３次以降の洗浄排水

ハ． 特定施設の使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並びにその使用の季節的変動の概要

記 入 上 の 注 意

(1) 「特定施設の設置場所」 

 添付図－2で事業場全体図（平面図）に特定施設・処理を要する排水に関わる施設の設置場所及び事業場汚水と用水の系統を色分けして記入して下さい。 

 また、汚水及び用水の系統には下水に関連する排水口の位置及び番号又は名称を記入して下さい。 

(2) 「特定施設を含む操業の系統」 

操業の系統が複雑な場合は、特定施設を含めた作業工程（フローシート）を表にまとめ添付してください。 

   その場合汚水、用水及び給水の個所を明記して下さい。 

(3) 「特定施設の使用時間間隔及び１日当りの使用時間並びにその使用の季節的変動の概要」 

① 「名 称」 

特定施設の番号及び名称を記入して下さい。 

② 「使用時間間隔」 

通常に特定施設を使う時間帯を記入して下さい。 

③ 「１日当りの使用時間」 

１日当りに特定施設を使う延べ時間を記入して下さい。 

  ④ 「季節変動の概要」 

    週間、月間、年間等で大きな変動がある場合に記入して下さい。 

⑤ 「備考」 

    変更届の際は、何が変更になったのかを記入して下さい。

名    称 使 用 時 間 間 隔 １日当たりの使用時間 季節的変動の概要 備    考

71 の 2 イ 

洗浄施設

①流し台

②流し台

③ドラフトチャンバー

９:００～１８：００

〃

〃

８ 時 間

    〃

〃

特になし

    〃

〃



ニ． 特定施設を含む作業工程において使用する原材料（消耗資材を含む。）の種類、使用方法及び１日当たりの使用量

（参考） 特定施設の使用時において、当該特定施設から排出される汚水を回収委託処理する際の概要

記 入 上 の 注 意 

(4) 「特定施設を含む作業工程において使用する原材料（消耗資材を含む）の種類、使用方法及び１日当たり使用量」 

① 「名 称」 

特定施設の番号及び名称を記入して下さい。 

② 「使用原材料の種類」 

特定施設において使用する原材料を種類別に記入して下さい。製品名を記入する場合は SDS(Safety Data sheet 安全データシート)等の成分表を添付して下さい。

使用薬品等の種類が多い場合は別途薬品リスト等を添付してください。 

③ 「使用方法」 

②で列挙した原料別にその使用濃度及び用途を記入して下さい。複数の用途があるものについては用途毎に記入して下さい。 

④ 「１日当たりの使用量」 

    原料別に１日当たりの平均使用量を記入して下さい。 

  ⑤ 「備 考」 

    成分、交換の頻度、有害物質に該当するかどうか等参考事項を記入して下さい。 

(5) 「特定施設の使用時において、当該特定施設から排出される汚水を回収委託処理する際の概要」 

  ① 「汚水の種類」 

    特定施設から排出され、回収委託処理する汚水を種類毎に記入して下さい。 

  ② 「汚水量」 

    回収委託処理する汚水量を種類毎に記入して下さい。 

  ③ 「処理の方法の概要」 

    回収委託処理する汚水の種類毎に、保管方法、収集運搬業者名、処分業者名を記入して下さい。また産業廃棄物処理委託契約書の写しがあれば添付して下さい。

名    称 使用原材料の種類 使 用 方 法 １日当たりの使用量 備    考

71 の 2 イ 

洗浄施設

①流し台

②流し台

③ドラフトチャンバー

アセトン

メタノール

界面活性剤

   ・

   ・

研究開発に伴う分析作業  ５００ｇ 

     ２００ｇ  

     １ｋｇ 

     ・ 

     ・ 

SDS 別途添付 

      ・ 

      ・ 

汚 水 の 種 類 汚水量（ m3／ 日 ） 処 理 の 方 法 の 概 要 備    考

1,2 次洗浄廃液及び廃試薬   １０ L/日 ポリタンクに入れた自社内に保管後、産業 

廃棄物処理業者に委託処分 

  収集運搬業者：(株)産廃 

    処分業者：(株)産廃センター

産業廃棄物処理委託

契約書（写）

別紙のとおり



ホ． 特定施設の使用時において、当該特定施設から排出される汚水の水質及び水量

水                質 

亜鉛 

(mg／L) 

溶解性鉄 

(mg／L) 

溶解性ﾏﾝｶ゙ ﾝ 

(mg／L) 

クロム 

(mg／L) 

ニッケル 

(mg／L) (mg／L) (mg／L) 

カドミウム 

(mg／L) 

シアン 

(mg／L) 

有機リン 

(mg／L) 

鉛 

(mg／L) 

六価クロム 

(mg／L) 

ヒ素 

(mg／L) 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

＜0.1 ＜0.1

水                質 

チウラム 

(mg／L) 

シマジン 

(mg／L) 

チオベンカルブ 

(mg／L) 

ベンゼン 

(mg／L) 

セレン 

(mg／L) 

ほう素 

(mg／L) 

ふつ素 

(mg／L) 

1,4－ジオキサン 

(mg／L)

ダイオキシン類

(pg-TEQ/L)

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

へ． その他の参考事項 

記 入 上 の 注 意

(6)  「特定施設の使用時において、当該特定施設から排出される汚水の水質及び水量」 

① 「特定施設名」 

特定施設の番号及び名称を記入して下さい。（汚水を系統的に区分して記入して下さい。） 

② 「汚水量」 

特定施設からの汚水量を記入して下さい。 

③ 「水 質」 

    作業工程、使用原材料等から判断して該当する項目を定め、その分析値（推定値）を記入して下さい。回収している場合も、使用があれば値を記入してください。

水量・水質 

特定施設名 

汚水量 

(m3／日) 
水                質 

ｐＨ ＢＯＤ 

(mg／L) 

ＳＳ 

(mg／L) 

ノルマルヘキサン 

抽出物質(mg／L) 窒素 

(mg／L) 

燐 

(mg／L) 

よう素消費量 

(mg／L) 

フェノール 

(mg／L) 

銅 

(mg／L) 通常 最大 鉱油類 動植物油脂類 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

７１－２イ 洗浄施設 

①流し台

②流し台

③ドラフトチャンバー

1 

1 

0.5

2 

2 

1

7 

7 

7

4～10 

4～10 

4～10 

＜0.1 ＜0.1 

水                質 

水銀 

(mg／L) 

ｱﾙｷﾙ水銀

(mg／L) 

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ

(mg／L) 

トリクロロエチ

レン(mg／L) 

テトラクロロエチレン 

(mg／L) 

ジクロロメタン

(mg／L) 

四塩化炭素 

(mg／L) 

１，2－ジクロロエタン 

(mg／L)

１，１－ジクロロエチレン 

(mg／L) 

シス－１,２－ジクロロエチレ

ン(mg／L)

１，１，1－トリクロロエタン 

(mg／L) 

１,１,２－トリクロロエタン

(mg／L) 

１，３－ジクロロプロペン 

(mg／L)

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

＜0.02 ＜0.02



別紙（３）

３ 汚 水 の 処 理 の 方 法

イ． 汚水の処理施設（除害施設）の設置場所（添付第  2 図のとおり。）

ロ． 汚水の処理施設（除害施設）に係る工事の着手及び完成の予定年月日並びに使用の開始の予定年月日

工事着手予定年月日 平成２５ 年 ６ 月  １ 日 

工事完成予定年月日 平成２５ 年  ６ 月 ３１ 日 

使用開始予定年月日 平成２５ 年  ７ 月   １ 日 

ハ． 汚水の処理施設（除害施設）の種類、型式、構造、主要寸法及び能力並びに汚水の処理の方式

（配置は、添付第 3 図のとおり。）

記 入 上 の 注 意

(1) 「汚水の処理施設（除害施設）の設置場所」 

添付図－2 に記入して下さい。除害施設を設置ない場合は「研究排水は、1次及び 2次洗浄廃液を産業廃棄物として委託処分し、3次以降洗浄水を公共下水道へ放流する。」等、設置しない理由を明記したうえで、 

３ 汚水の処理の方法の以下の欄は未記入としてください。 

(2) 「汚水の処理施設（除害施設）に係る工事の着手及び完成の予定年月日並びに使用の開始の予定の予定年月日」 

除害施設の新設又は構造等の変更の場合に記入して下さい。 

(3) 「汚水の処理施設（除害施設）の種類、型式、構造、主要寸法及び能力並びに汚水の処理の方法」 

① 「種類」 

 除害施設の名称は処理対象汚水、処理機能などから判断し記入して下さい。 

② 「型式」・「構造」・「主要寸法」  

除害施設を構成する各種装置別に記入して下さい。 

③ 「能力」  

設計上の能力１日（稼動時間）当りの数値を記入して下さい。また、槽などは有効容量を記入して下さい。 

④ 「処理の方法」  

汚水の種類毎に方法名を記入して下さい。

種   類 型   式 構   造 主 要 寸 法 能力（ｍ３／日） 処理の方法 備   考

中和処理施設 

Ａ 原水槽 

Ｂ 中和槽 

Ｃ 放流槽 

Ｄ 酸貯槽 

Ｅ アルカリ貯槽 

自動連続式 鉄筋コンクリート 

耐酸仕上 

鉄製塩ビ張 

2000×500×1000 

1000×500×800 

500×500×600 

500×250×600 

500×250×600

0.5ｍ3／ｈ 

1ｍ3

0.3ｍ3

0.1ｍ3

0.05ｍ3

0.05ｍ3

中和 

詳細は別紙仕様書のとおり。



ニ． 汚水の処理の系統（添付第 3 図のとおり。）

研究排水は、1 次及び 2 次洗浄廃液を産業廃棄物として委託処分し、3 次以降洗浄水を中和処理施設にて処理する。

ホ． 汚水の集水及び汚水の処理施設（除害施設）までの導水の方法（添付第 1、2 図のとおり。）

工程系汚水はそれぞれ塩ビ管により導水する。

記 入 上 の 注 意

(4) 「汚水の処理の系統」 

処理の概要を記入し、添付図－3 に記入して下さい。 

(5) 「汚水の集水および汚水の処理施設（除害施設）までの導水の方法」 

汚水の集水及び導水の概要を記入し、添付図－2 に系統別に色分けして下さい。



ヘ． 汚水の処理施設（除害施設）の使用時間間隔及び１日当たり使用時間並びにその使用の季節的変動の概要

ト． 汚水の処理施設（除害施設）において使用する消耗資材の１日当たりの用途別使用量

記 入 上 の 注 意

(6) 「汚水の処理施設（除害施設）の使用時間間隔及び１日当りの使用時間並びにその使用の季節的変動の概要 

① 「処理施設（除害施設）の名称」 

名称は 3汚水の処理の方法ハの種類と同じ名称を記入して下さい。 

② 「使用時間間隔」 

除害施設の稼働時間帯を記入して下さい。間欠式運転の場合はそれぞれの時間帯を記入して下さい。 

③ 「１日当りの使用時間」 

１日当りの除害施設の延べ運転時間を記入して下さい。 

④ 「備考」 

稼働日数を記入して下さい。 

(7) 「汚水の処理施設（除害施設）において使用する消耗資材の１日当りの用途別使用量」 

① 「消耗資材名」    

除害施設の稼働に必要な薬品等を記入して下さい。この場合、電気、上水、ガスは記入しないで下さい。 

② 「用途別」      

消耗資材別に用途を記入して下さい。１つの資材で複数の用途のあるものについてはそれぞれ記入して下さい。 

③ 「１日当り使用量」 

 消耗資材別の量を記入しますが、薬品の場合は、その濃度を記入してください。 

④ 「備考」       

消耗資材のメーカー及び薬品の使用濃度を記入して下さい。

処理施設（除害施設）

の名称

使 用 時 間 間 隔 １日当たりの使用時間 季節的変動の概要 備    考

中和処理施設 ８：００～１８：００ ５時間

処理施設（除害施設）

の名称

消 耗 資 材 名 用  途  別 １日当たり使用量 備    考

中和処理施設 水酸化ナトリウム 

硫 酸 

ＰＨ調整用 

〃 

１㎏ 

１〃 

使用濃度 ５％ 

使用濃度１０％ 



チ． 汚水の処理施設（除害施設）による処理前及び処理後の汚水の水質及び水量

記 入 上 の 注 意

 (8) 「汚水の処理施設（除害施設）による処理前及び処理後の汚水の水質及び水量」 

① 「汚水量」 

除害施設での処理系統が複数である場合は、その系統毎に汚水量を記入して下さい。（この汚水量は除害施設の処理前後の水量のことであり、特定施設からの汚水量とは一致しない場合があります。） 

② 「処理前水質」 

作業工程、使用原材料等から判断して該当する項目を定め、その分析値または推定値を記入して下さい。 

③ 「処理後水質」 

    ②と同様に記入して下さい。

水量・水質 

処理施設名 

（除害施設名） 

汚水量 

(m3／日) 

処   理   前   水   質 

ｐＨ ＢＯＤ 

(mg／L) 

ＳＳ 

(mg／L) 

ノルマルヘキサン 

抽出物質(mg／L) 窒素 

(mg／L) 

燐 

(mg／L) 

よう素消費量 

(mg／L) 

フェノール 

(mg／L) 

銅 

(mg／L) 

通常 最大 

鉱油類 動植物油脂類 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

中 和 処 理 施 設 2.5 5 7 4～10 ＜0.1 ＜0.1 

処   理   前   水   質 

亜鉛 

(mg／L) 

溶解性鉄 

(mg／L) 

溶解性ﾏﾝｶ゙ ﾝ 

(mg／L) 

クロム 

(mg／L) 

ニッケル 

(mg／L) (mg／L) (mg／L) 

カドミウム 

(mg／L) 

シアン 

(mg／L) 

有機リン 

(mg／L) 

鉛 

(mg／L) 

六価クロム 

(mg／L) 

ヒ素 

(mg／L) 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

＜0.1 ＜0.1

処   理   前   水   質 

水銀 

(mg／L) 

ｱﾙｷﾙ水銀

(mg／L) 

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆ

ﾙ(mg／L) 

トリクロロエチ

レン(mg／L) 

テトラクロロエチレン 

(mg／L) 

ジクロロメタン

(mg／L) 

四塩化炭素 

(mg／L) 

１，2－ジクロロエタン 

(mg／L)

１，１－ジクロロエチレン 

(mg／L) 

シス－１,２－ジクロロエチ

レン(mg／L)

１，１，1－トリクロロエタ

ン(mg／L)

１,１,２－トリクロロエタ

ン(mg／L) 

１，３－ジクロロプロペン 

(mg／L)

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

＜0.02 ＜0.02

処   理   前   水   質 

チウラム 

(mg／L) 

シマジン 

(mg／L) 

チオベンカルブ

(mg／L) 
ベンゼン 

(mg／L) 

セレン 

(mg／L) 

ほう素 

(mg／L) 

ふつ素 

(mg／L) 

1,4－ジオキサン 

(mg／L)

ダイオキシン類

(pg-TEQ/L)

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 



水量・水質 

処理施設名 

（除害施設名） 

汚水量 

(m3／日) 

処   理   後   水   質 

ｐＨ ＢＯＤ 

(mg／L) 

ＳＳ 

(mg／L) 

ノルマルヘキサン 

抽出物質(mg／L) 窒素 

(mg／L) 

燐 

(mg／L) 

よう素消費量 

(mg／L) 

フェノール 

(mg／L) 

銅 

(mg／L) 

通常 最大 

鉱油類 動植物油脂類 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

中 和 処 理 施 設 2.5 5 7 6 ～8 ＜0.1 ＜0.1 

処   理   後   水   質 

亜鉛 

(mg／L) 

溶解性鉄 

(mg／L) 

溶解性ﾏﾝｶ゙ ﾝ 

(mg／L) 

クロム 

(mg／L) 

ニッケル 

(mg／L) (mg／L) (mg／L) 

カドミウム 

(mg／L) 

シアン 

(mg／L) 

有機リン 

(mg／L) 

鉛 

(mg／L) 

六価クロム 

(mg／L) 

ヒ素 

(mg／L) 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

＜0.1 ＜0.1

処   理   後   水   質 

水銀 

(mg／L) 

ｱﾙｷﾙ水銀

(mg／L) 

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆ

ﾙ(mg／L) 

トリクロロエチ

レン(mg／L) 

テトラクロロエチレン 

(mg／L) 

ジクロロメタン

(mg／L) 

四塩化炭素 

(mg／L) 

１，2－ジクロロエタン 

(mg／L)

１，１－ジクロロエチレン 

(mg／L) 

シス－１,２－ジクロロエチ

レン(mg／L)

１，１，1－トリクロロエタ

ン(mg／L)

１,１,２－トリクロロエタ

ン(mg／L) 

１，３－ジクロロプロペン 

(mg／L)

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

＜0.02 ＜0.02

処   理   後   水   質 

チウラム 

(mg／L) 

シマジン 

(mg／L) 

チオベンカルブ

(mg／L) 
ベンゼン 

(mg／L) 

セレン 

(mg／L) 

ほう素 

(mg／L) 

ふつ素 

(mg／L) 

1,4－ジオキサン 

(mg／L)

ダイオキシン類

(pg-TEQ/L)

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 



リ． 汚水の処理によって生ずる残さの種類及び１月間の種類別生成量並びに処理の方法の概要

ヌ． 汚水を公共下水道へ排除する方法（排出口の位置及び数並びに排出先を含む。）

（添付第  2 図のとおり。）

ル． その他参考事項

除害施設建設費 １，０００ 万円    内訳 自己資金  １，０００ 万円

                         公害防止資金 万円

記 入 上 の 注 意

(9) 「汚水の処理によって生ずる残さの種類及び１月間の種類別生成量並びに処理の方法の概要」 

① 「残さの種類」

除害施設から生ずる各種廃棄物を記入して下さい。廃油、廃酸、廃アルカリなどがありますので残さの種類毎に分けて記入して下さい。

② 「生成量」

残さの種類毎に生成量を記入して下さい。（除害施設の設計上の能力から判断し、推定量を記入することもできます。）

なお、量には必ず水分、油分などの割合をあわせて記入して下さい。

③ 「処理方法の概要」

残さの種類毎に、保管方法、収集運搬業者名、処分業者名を記入して下さい。また、産業廃棄物処理委託契約書の写しがあれば添付して下さい。 

(10) 「その他参考事項」 

除害施設の建設費及び調達資金の内訳を記入して下さい。

残 さ の 種 類 生 成 量（ ｔ ／ 月 ） 処 理 の 方 法 の 概 要 備    考



別紙（４）

４ 下 水 の 量 及 び 水 質

イ． 公共下水道への排出口における水量及び水質

ロ． その他の参考事項 

記 入 上 の 注 意

(1) 「公共下水道への排出口における水量及び水質」 

① 「排水口別」 

排水口は原則として工程系下水と生活系下水に分けて記入して下さい。 

② 「下水量」 

各々の排水口での量であり、同じ排水口に工程系下水と生活系下水が混合する場合、区分して記入して下さい。 

③ 「水 質」 

    排水口毎の水質を記入して下さい。（工程系の下水の場合、除害施設の出口の水質と一致しないことがあります。）

水量・水質 

処理施設名 

（除害施設名） 

汚水量 

(m3／日) 

 水   質 

ｐＨ ＢＯＤ 

(mg／L) 

ＳＳ 

(mg／L) 

ノルマルヘキサン 

抽出物質(mg／L) 窒素 

(mg／L) 

燐 

(mg／L) 

よう素消費量 

(mg／L) 

フェノール 

(mg／L) 

銅 

(mg／L) 

通常 最大 

鉱油類 動植物油脂類 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

No.1 （工程系） 

No.2 （生活系） 

2 .5  

1

5 

1.5 

7 6 ～8 ＜0.1 ＜0.1 

水   質 

亜鉛 

(mg／L) 

溶解性鉄 

(mg／L) 

溶解性ﾏﾝｶ゙ ﾝ 

(mg／L) 

クロム 

(mg／L) 

ニッケル 

(mg／L) (mg／L) (mg／L) 

カドミウム 

(mg／L) 

シアン 

(mg／L) 

有機リン 

(mg／L) 

鉛 

(mg／L) 

六価クロム 

(mg／L) 

ヒ素 

(mg／L) 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

＜0.1 ＜0.1

 水   質 

水銀 

(mg／L) 

ｱﾙｷﾙ水銀

(mg／L) 

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆ

ﾙ(mg／L) 

トリクロロエチ

レン(mg／L) 

テトラクロロエチレン 

(mg／L) 

ジクロロメタン

(mg／L) 

四塩化炭素 

(mg／L) 

１，2－ジクロロエタン 

(mg／L)

１，１－ジクロロエチレン 

(mg／L) 

シス－１,２－ジクロロエチ

レン(mg／L)

１，１，1－トリクロロエタ

ン(mg／L)

１,１,２－トリクロロエタ

ン(mg／L) 

１，３－ジクロロプロペン 

(mg／L)

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

＜0.02 ＜0.02

水   質 

チウラム 

(mg／L) 

シマジン 

(mg／L) 

チオベンカルブ

(mg／L) 
ベンゼン 

(mg／L) 

セレン 

(mg／L) 

ほう素 

(mg／L) 

ふつ素 

(mg／L) 

1,4－ジオキサン 

(mg／L)

ダイオキシン類

(pg-TEQ/L)

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 



別紙（５）

５ 用 水 及 び 排 水 の 系 統

イ． 用水及び排水の系統（添付第  2 図のとおり。）

用排水のバランスシートは、添付第 1表のとおり。

ロ． 用途別用水使用量（単位ｍ３／日）

用   途   別   用   水   量

ボ イ ラー

用 水

原 料 用 水
製 品 処 理

用 水 及 び

洗 浄 用 水

冷 却 用 水 温 調 用 水 そ の 他

２．５ １

記 入 上 の 注 意

(1) 「用水及び排水の系統」 

添付図－2に用水系と汚水系を色分し、公共下水道へ接続する排出口の位置等を明示し記入して下さい。  

(2) 「用途別用水使用量（単位ｍ3／日）」 

水源別及び用途別水量を各々について通常（日平均）と認められる量を記入して下さい。

水    源    別    用    水    量

総 使 用 量
公 共 用 水 道 そ    の    他

海  水

工業用水道 上 水 道 地 表 水 伏 流 水 井 戸 水 そ の 他 回 収 水

３．５ ３．５



別紙（６）

参考事項

記 入 上 の 注 意 

(1) 「従業員数」 

届出の対象となっている事業場の従業員数を記入し、本社等がある場合は全従業員数を 

（ ）内に記入して下さい。 

     (2) 「付近見取図（案内図）」 

事業場の付近の道路、目印となるもの、及び鉄道等をわかりやすく記入して下さい。 

資 本 金 １０００万 円 従 業 員 数 ５（８） 人

主 要 製 品 電子部品の基礎研究及び開発 操 業 時 間 午前 ８ 時 ～ 午後 ５ 時

敷 地 面 積  １５０ ㎡ 建 物 面 積    １００ ｍ2

担当部課係 

電   話 

技 術 係 

２００－２１１２

担 当 者 川 崎 四 郎 

付 近 見 取 図 （ 案 内 図 ） 

至川崎 

○ ○ 駅 

○○ガソリン       ○○自動車 

                        スタンド        整備工場 

○ 

                   △△バス停 



 届出別紙の添付書類一覧

届出別紙に必要な添付書類は、以下のとおりです。 

なお、添付書類は、次の記入例を参考にして下さい。 

○ 特定施設の配置図        （添付図－１の記入例参照） 

○ 事業場の平面図      （添付図－２の記入例参照） 

○ 汚水の処理施設配置図   （添付図－３の記入例参照） 

○ 汚水の処理工程図     （添付図－３の記入例参照） 

○ 特定施設を含む操業の系統 （必要であれば表等を添付） 

○ 用排水のバランスシート  （添付表－１の記入例参照） 

その他、「産業廃棄物処理契約書の写し」、「ＳＤＳ等の成分表」等が必要な場合は、添付して下

さい。また、届出別紙の記入欄に記入しきれない場合は、図表やカタログ等の添付で対応して下さ

い。  



添付図－1 特定施設の配置図の例 

N

①流し台

②流し台 ③ドラフトチャンバー

給水

N
中和処理施設へ

実験室

特定施設の配置図

給水

汚水



添付図－２ 事業場の平面図の例 

N 

事務所実験室

中和処理施設

公共下水道No.1 

事業場の平面図

給水

汚水

注.1 この図面には特定施設、除害施設の位置及び排水口の位置
並びに給水・汚水の系統を記入し、給水・汚水の系統につ

いてはその名称と色分けを行ってください。



添付図‐３ 汚水の処理施設配置図及び汚水の処理工程図の例

汚水の処理施設配置図

特定施設

Ａ 原水槽

Ｂ 中和槽
Ｃ 

放流槽

Ｄ 酸貯槽 Ｅ アルカリ貯槽

No.1 排水口

Ｐ

Ａ 原水槽

1 m3

Ｂ 中和槽

0.3 m3
Ｃ 放流槽

0.1 m3

Ｄ 酸貯槽

0.05 m3

Ｅ アルカリ貯槽

0.05 m3
pH

pH

No.1排水口

実験室排水

汚水の処理工程図



添付表‐１ 用排水のバランスシートの例

上水

研究、開発、分析

中和処理施設

No.1 排水口

雨水

手洗い・洗面所

産廃委託処理

（0.2 m3/月）

公共下水道へ

濃厚廃液

3.5 

2.5 1 

用排水のバランスシート

           （単位 ｍ３／日）


